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国通知に基づく対応について

１

１．病床が全て稼働していない病棟を有する医療機関への対応

○県が病床機能報告の結果等から、病床が全て稼働していない病棟※1を有する医療機関を
把握した場合、当該医療機関に対し、地域医療構想等調整会議への出席を求める。

○当該医療機関に対して、以下の説明を求める。
①病棟を稼働していない理由
②当該病棟の今後の運用見通しに関する計画

※1 病床が全て稼働していない病棟とは、過去１年間に一度も入院患者を収容しなかった病床のみで構成される
病棟をいう。

ヒアリング結果については次ページのとおり



3

病棟を稼働していない理由

・東濃中部の医療提供体制検討会に
て、将来的に土岐市立総合病院と東濃
厚生病院を1病院するという方向性が
示されたことを踏まえ、2病院の連携の
あり方について、今後検討していく。
・非稼働病棟の運用見通しもその中で
検討していく。

・医療従事者不足等により、現在休床と
なっている。

病棟を稼働していない理由及び今後の運用見通しに関する計画について（東濃圏域）

病棟名

東２病棟
（３５床）

３Ａ病棟
（３６床）

５Ｂ病棟
（３８床）

今後の運用見通しに関する計画

・今後については、中津川市全体の病
床利用率の推移を注視しつつ、坂下病
院との役割分担を考慮して、検討する。

病棟名

休棟等

休棟等

休棟等

総合病院　中津
川市民病院

・医療従事者（特に医師、看護師）の不
足
・もともと内科病棟であるが、平成18年
から非稼働。

No 医療機関名
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1

2

土岐市立総合
病院

・医療従事者（特に医師、看護師）の不
足
・もともと婦人科・小児科の混合病床で
あるが、平成24年から非稼働。


